
愛媛大学看護研究雑誌投稿要項 
[平成 30 年 10 月 1 日制定] 

1. 趣旨 
愛媛大学看護研究雑誌（以下「本誌」という。）は，愛媛大学大学院医学系研究科（以

下，「研究科」という。）における看護学の教育研究活動の活性化および発展に資するた

めに，その成果を発信する。 
2. 名称 
本誌の名称は，和文名で愛媛大学看護研究雑誌，英文名で Journal of Ehime 

University Nursing Research とする。 
3. 編集・発行 

(1) 本誌の編集，発行に関する責任は，愛媛大学看護研究雑誌編集委員会（以下「編

集委員会」という。）が行う。 
(2) 本誌は，原則として，年 1 回 3 月に発行する。 
(3) 本誌は，電子公開とする。 

4. 投稿資格 
投稿者は，本看護学専攻の教員・大学院生・修了生，看護学科の学生・卒業生，看護

学専攻および看護学科の非常勤講師，愛媛大学医学部附属病院の看護師とする。ただし，

本看護学専攻の教員が共著者となる場合，学外者も投稿資格を有する。その他，編集委

員会が認めた場合はこの限りではない。共著者は，投稿された論文に重要な知的貢献を

した者であり，すべての著者が内容について承諾していることとする。 
5. 論文の種類 

論文の種類は，総説，原著，研究報告，実践報告，資料であり，それぞれの内容は以

下のとおりとする。なお，論文は，未発表あるいは未投稿のものに限る。また，本誌投

稿中に他誌への投稿をしてはならない。 
(1) 総説 看護学の特定のテーマについての知見を総合的に概説し，論理的に課題を

明記したもの 
(2) 原著 独創的で新たな知見が論理的に示されたもの 
(3) 研究報告 内容において原著論文の条件は満たさないが，研究結果を系統的に記

述し，看護学の発展に寄与するもの 
(4) 実践報告 看護学の発展に寄与すると認められる実践についてデータをもとに

検証し，その成果をまとめたもの 
(5) 資料 看護に関する資料価値のあるもの，調査や事例から得られた結果をまとめ

たもの 
6. 倫理的配慮 

人および動物が対象である研究は，倫理的に配慮され，その旨を本文中に明記しなけ

ればならない。原則として，愛媛大学医学系研究科看護学専攻研究倫理審査委員会また

はそれに準じる倫理審査委員会の承認を得て実施した研究でなければならない。  



7. 利益相反 
「利益相反」の項を設け，当該研究の遂行において「利益相反」となるような経済的

支援を受けた場合にはその旨を記載する。また，利益相反状態が存在しない場合には「本

研究における利益相反は存在しない」旨を記載する。 
8. 投稿手続き 

(1) 当該年度発行雑誌の原稿の最終締め切りは 10 月末日とするが，随時，受け付け 
る。原稿の受付日は，編集委員会が原稿を受け取った日とする。 

(2) 原稿提出の 7 日前に題目登録を行う。所定の題目登録書に必要事項を記入の上， 
編集委員会宛てに e-mail で送信する。 

(3) 投稿原稿は，紙媒体で 5 部を提出する。うち 2 部は，表紙を含めて著者が特定さ 
れる氏名，所属，謝辞等を空欄にし，著者を特定できるような記述を削除する。 
投稿チェックリストを原稿とともに提出する。 

9. 原稿の採否 
(1) 原稿の採否は，複数査読を経て，編集委員会で決定する。採否に際し，著者に原

稿の種類の変更および原稿の修正を求めることがある。 
(2) 投稿された論文は理由の如何に問わず返却しない。 
(3) 査読数は原則として 2 回までとする。 
(4) 採用された原稿については，掲載予定証明書の発行ができる。 
(5) 採否の決定後，最終原稿に氏名，所属，倫理委員会の名称，利益相反，謝辞等を

明記し，Word と PDF の 2 種類の保存形式で電子媒体に保存し，編集委員会に

提出する。 
10. 著者校正 

著者校正は 1 回とする。ただし，校正の際の加筆は原則として認めない。 
11. 著作権 

著作権は，研究科に帰属する。最終原稿提出時に，誓約書および著作権譲渡同意書に

著者全員が自筆署名し，提出する。 
研究科はこれらの著作物の全部または一部，ならびに翻訳，翻案，データベース化等

の二次的著作物を，本学ホームページ，機関リポジトリ等，本学が認めたネットワーク

媒体での公衆送信，その他の媒体において複製，出版（電子出版を含む），頒布するこ

とができる。なお，著者自身が論文の全部または一部を複製・翻訳，翻案等の形で利用

する場合は，その著作物の出典を明記する限り，これに対して原則的に異議申し立てを

したり妨げたりすることはしない。 
12. 費用 
掲載料は，規定枚数までは無料とする。別刷はすべて著者負担とする。 

 
附 則 

 この要項は，平成３０年１０月１日から施行する。 



   附 則 
 この要項は，令和元年５月２３日から施行する。 
 


